
 

“東北から発信 個性輝く大学を創る” 

 

大学職員サミットやまがたカレッジ２００７ 

《 実 施 要 項 》 

 
平成１９年１１月１０日（土）～１１日（日） 

 
場所：山形大学・小白川キャンパス（〒990-8560 山形市小白川町 1-4-12） 
主催：大学職員サミット実行委員会 
企画・協力：山形大学、大学コンソーシアムやまがた 

桜美林大学大学院アドミニストレーション専攻高橋真義ゼミ 
高等教育問題研究会・ＦＭＩＣＳ、ライセンスアカデミー 

     
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



○ 大学職員サミットやまがたカレッジ2007 実行委員会より 

 

激動の時代、競争に勝ち、個性輝く大学を創るために、大学職員は何をしなければなら

ないのでしょうか。変化に対応する事務処理能力は細分化・先鋭化に向かうものと思われ

ますが、大学を取り巻く環境は変化に加えて拡散しはじめました。事務処理能力が第一義

的に求められてきた時代は終わります。新しい時代を担う大学職員は、大学の資産であり

資源である教員及び学生と共創し、個性輝く元気な大学を創る役割を担わなければなりま

せん。中でも、学生を支援することにあっては、教員とは異なる視座、大局的視野に立っ

て教育サービスをプロデュースする力量が求められることになります。 

 

「大学職員サミットやまがたカレッジ２００７」は、“東北から発信 個性輝く大学を創

ろう”をスローガンに、大学職員がプロデュースする参加型シンポジウムです。 

第１日目は、山形大学学長に就任した結城学長の講演と参加者の皆さまからのリアクシ

ョンペーパー（感想文）を基にした意見交換参加型のシンポジウムが中心プログラムとな

ります。「いも煮」を囲んで大学の明日を熱く語り合う懇親会も楽しみです。 

第２日目は、大学の関係者と共に、高校の教員や高校生、地域の皆さまにも参加してい

ただきます。大学の新しい可能性を大学職員（教員・学生を巻き込んでいただくことを歓

迎いたします）が自慢するコンテスト「わたしたちの大学をわたしが自慢します」がメイ

ンプログラムとなります。審査は参加者全員にお願いいたします。昼食は表彰式を兼ねた

サンドイッチパーティーです。すてきなヒューマンネットワークがたくさん生まれること

が期待されます。 

 

ワクワクドキドキの２日間、皆さまにはお仲間をお誘い合わせの上ご参加ください。 

また、「大学自慢コンテスト」へのエントリーもお待ちしております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■プログラム －第１日目－ “大学の未来を語り合おう” 
 １１月１０日（土） 
  会場： 山形大学・小白川キャンパス（教養教育１号館、厚生会館） 
  参加募集人員： 大学職員を中心に８０名（参加申込順） 
  参加費： 1000円（懇親会に参加される方は別途 3000円）  
 
●大学職員がプロデュースする個性輝く大学を創るアクションを束ねるシンポジウム 
12：30～     受付 
13：00～15：00  オープニングトレーニング              
         テーマ：小学校時代の輝いている自分紹介 
         ファシリテーター：桜美林大学大学院教授 

・高等教育問題研究会ＦＭＩＣＳ代表 高橋真義 
  －休憩－  
15：15～16：00  基調講演  山形大学長 結城章夫 
          テーマ：大学の明日を変えるＳＤ 

―山形からの発信／東北での可能性― 
16：00～16：15  リアクションペーパー(感想文)作成          
  －休憩－ シンポジウムパネラーによる打ち合わせを並行実施します。 
16：45～18：45  シンポジウム 「職員による大学改革への可能性を考える」 
          パネリスト  ：山形大学長  結城章夫 
                  山形大学教授  小田隆治 
                  桜美林大学大学院教授 高橋真義 
                  玉川大学知的財産本部事務部長 近藤 誠 
          コーディネータ：山形大学理事 田村幸男  
入試制度の改革をはじめ、多くの大学改革において巷間では“西高東低”といわれていますが、東北

地区における地域連携や大学コンソーシアム、エンロールメント・マネジメントなど、ＳＤを中心とす

る大学改革の先行事例を検証し、更に、輝く明日の大学を創るために職員がしなければならないことは

何かを、結城学長の基調講演と参加者からのリアクションペーパーを基に意見交換をします。 
 

 
19：00～21：00  懇親会   希望者 

―“いも煮”を囲んで、大学の「共創」「協働」を語る― 
                                    
 
■オプションプログラム   希望者  
22：00～24：00  大学職員に求められるプロデュース力を考える 
「実践報告／大学職員が大学を動かす」等のテーマにより一人１０分程度の発表をしていただきます。 

24：00～     オールナイトディスカッション         会場「瑞樹荘」 
 

 



 
■プログラム －第２日目－ “大学自慢コンテスト” 
１１月１１日（日） 
  会場： 山形大学・小白川キャンパス（教養教育１号館） 
  参加募集人数 ：８０名（参加申込順） 
  参加費：500円（但し、高校生以下は無料です）   
 

●コンテスト「わたしたちの大学をわたしが自慢します」 
大学職員に自大学を自慢していただきます。大学教員・職員・学生だけではなく、高校教員や高校生、

地域の皆さまにも参加を呼びかけ、全員が参加して新しい大学の可能性を考えることといたします。 
 
9：30～      受付 

10：00～12：30  大学自慢コンテスト   
エントリー大学の職員に１０分間で自学を自慢していただきます。 

コメンテーター：芝浦工業大学名誉理事長 石川洋美 
中央大学経理部副部長・大学行政管理学会会長 横田利久 
読売新聞東京本社編集局生活情報部記者 松本美奈 
大学新聞社編集局記者 小島理絵 
マスコミ関係者にもお願いいたします 

12：30～14:00  サンドイッチパーティー・表彰式  
大学自慢プレゼンター他、参加者全員がサンドイッチをほおばりながら、懇談をしていただき、引き続

き表彰式（感謝状贈呈式）を行います。 
 
 
14：30～15:30  山形大学キャンパスツアー（図書館、博物館ほか） 希望者 
          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



□参加申込み及び大学自慢コンテストエントリーについて 

 

参加申込み及び大学自慢コンテストエントリーの際は、次の事項を下記事務局までメー

ルでお知らせ願います。（特に、申込み等フォームを定めておりません。） 

 

 

※ 締 切 ： 平成１９年１０月３１日（水） 

 

 

【ご連絡いただく事項】 

「氏名（ふりがな）」 

「大学等名」 

「所属」 

「参加日」 

「懇親会の出欠」 

「大学自慢コンテストエントリー希望」 

「連絡先（電話、ＦＡＸ、e-mail）」      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参加申込み、大学自慢コンテストエントリー及びお問い合わせ先等） 
【事務局】 
  山形大学エンロールメント・マネジメント室（高橋・笠原） 
   〒990-8560 山形市小白川町 1-4-12 

TEL  ０２３－６２８－４０６２ 
     FAX  ０２３－６２８－４１８５ 

e-mail ： ymc2007@jm.kj.yamagata-u.ac.jc 
 山形大学URL  http://www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html 



□アクセスマップ 

 

 

 
    


